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沖縄総合事務局長

自動車交通局長

貸渡人を自動車の使用者として行う自家用自動車の貸渡し (レンタカー )
の取扱いについて

記

許可基準について
許可は、次の点について審査のうえ行うこと。

① 申請者及びその役員が、次に定める欠格事由に該当しないこと。
ア 許可を受けようとする者が 1年以上の懲役又は禁錮の刑に処せられ、
その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなつた日から2年を経
過していない者であるとき。
イ 許可を受けようとする者が、一般旅客自動車運送事業、特定旅客自動
車運送事業、一般貨物自動車運送事業、特定貨物自動車運送事業又は自
家用自動車の有償貸渡しの許可の取消しを受け、取消しの日から2年を
経過していない者であるとき。
ウ 許可を受けようとする者が営業に関し成年者と同一の能力を有しな
い未成年者又は成年被後見人である場合において、その法定代理人が前
記ア及びイに該当する者であるとき。
工 許可を受けようとする者が法人である場合において、その法人の役員
(いかなる名称によるかを問わず、これと同等以上の職権又は支配力を
有する者を含む。以下同じ。)が前記ア及びイ並びにウに該当する者で
あるとき。

② 申請者及びその役員が、申請日前 2年前以降において、自動車運送事業
経営類似行為により処分を受けているものではないこと。

③ 貸渡自動車は、事故を起こした場合に備えて、十分な補償を行いうる次
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に定める自動車保険に加入するものであること。
ア 対人保険   1人 当り 8,000万 円以上
イ 対物保険   1件 当り   200万 円以上         、

ウ 搭乗者保険  1人当り   500万 円以上

2.許可に対する条件
許可は、次の例により条件を付すること。

(1)次に掲げる事項を変更したときは、遅滞なく主たる事務所の所在地を管
轄する運輸支局長、運輸監理部長又は陸運事務所長 (以下、単に「運輸支
局長Jと いう。)に届け出なければならない。
ア 貸渡人の氏名又は名称及び住所
イ 法人の役員                       ・
ウ 貸渡料金及び貸渡約款
工 貸渡しの廃止

(2)貸渡自動車の増車若しくは代替 (配置事務所別車種別の車両数の変更を
伴う場合に限る。以下同じ。)又は事務所の名称若しくは所在地の変更を
しようとする者は、あらかじめ、当該貸渡自動車の車種別の数、配置事務
所等又は変更後の事務所の名称若しくは所在地を当該車両の配置事務所又
は当該事務所の所在地を管轄する運輸支局長に主たる事務所に係る許可証
の写し (当該運輸支局長の許可を受けている場合を除く。)を添えて、届
け出なければならない。なお、貸渡自動車の車種は以下の車種区分による
こととする。
① 自家用乗用車
② 自家用マイクロバス (乗車定員29人以下であり、かつ、車両長が 7
m以下の車両に限る。)

③ 自家用 トラック
④ 特種用途自動車
⑤ 二輪車

(3)自家用バス (乗車定員30人以上又は車両長が7mを超える車両に限る
。)及び霊柩車の貸渡しを行つてはならない。

(4)自家用マイクロバス (乗車定員が29人以下であり、かつ車両長が7m以
下の 車両に限る。)の貸渡しを行う場合は、4.の要件を満たさなければ
ならない。

(5)レ ンタカー型カーシェアリング (道路運送法第 80条第 2項の許可を受
け、会員制により特定の借受人に対して、自家用自動車を業として貸渡す
ことをいう。以下同じ。)を環境に配慮した車両を使用して行おうとする
場合は、あらかじめ、当該貸渡自動車の配置事務所の所在地を主たる事務
所の所在地を管轄する運輸支局長に届け出なければならない。この場合に
おいて、対象となる貸渡自動車等は以下のとおりとする。
① 想定される車両
・天然ガス自動車 (CNG自動車)
・電気自動車
・ハイブリッド車
"メ タノール自動車
・低燃費かつ低排出認定車



・アイドリング・ス トップ車
② ①に例示する車両を使用しない場合においては、アイドリングス トップ
の励行等エコドライブについて会員に研修・啓蒙を行う計画を作成・実施
すること。

(6)「 レンタカー事業者が行う運転者に係る情報提供のあり方について」 (
平成 16年 3月 16日付け国自旅第234号 )により運転者に係る情報
提供を行うほか、貸渡しに附随した運転者の労務供給 (運転者の紹介及び
あっせんを含む。)を行つてはならず、その旨を事務所において公衆の見
やすいように掲示しなければならない。

(7)自 動車の貸渡しのため、自己の名義を他人に利用させてはならない。

(8)貸渡料金及び貸渡約款は、事務所において公衆の見やすいように掲宗し
なければならない。

(9)貸渡自動車がその配置事務所に存するか、それ以外の事務所に一時的に
存するかにかかわらず、当該配置事務所において貸渡し状況、整備状況等
車両の状況を把握し、適確な管理を実施しなければならない。
なお、 (5)の レンタカー型カーシェアリングを行う場合であつて、 lT
等の活用により車両の貸渡し状況、整備状況等車両の状況を適確に把握する
ことが可能であると認められるときには、この限りでない。

(10)別 記 1の事項を記載する貸渡簿を備え、貸渡しの状況を的確に記録する
とともに、少なくとも2年間以上保存しなければならない。

(11)レンタカー型カーシェアリングの場合を除き、借受人には、別記 2の事
項を 記載した貸渡証を交付し、貸渡自動車の運転者にこれを携行するよう
に指示しなければならない。

(12)前年の 4月 1日から3月 31日 までの期間に係る様式 1の「貸渡実績報
告書」並びに前年度の 6月 30日 、9月 30日 、 12月 31日及び 3月 3
1日 における「事務所男1車種別配置車両数一覧表」を毎年 5月 31日 まで
に主たる事務所の 所在地を管轄する運輸支局長あて提出しなければなら
ない。

(13)貸渡人が道路運送法、貨物自動車運送事業法及び道路運送車両法並びに
本条件に違反したときは、貸渡自動車の貸渡しを停止させ、又は許可を取
り消すことがある。

3 申請手続き
(1)許可を受けようとする者は、主たる事務所の所在地を管轄する運輸支局
長に対し、申請を行うものとする。

(2)許可の申請に際しては、自家用自動車貸渡許可申請書に次に掲げる書類
を添付するものとする。
① 貸渡料金及び貸渡約款を記載した書類
② 会社登記簿謄本 (個人にあつては住民票、新法人にあっては発起人名簿
とする。)
③ 申請者 (法人にあつては役員、新法人にあっては発起人とする。)の欠



格事由に該当しない旨の確認書
④ 事務所別車種別配置車両数一覧表
⑤ 以下に定める事項を記載した貸渡しの実施計画
ア 自動車運送事業類似行為の防止を図るための体制 口計画
1)事務所ごとに配置する責任者
2)従業員への指導 口研修の計画等
イ 自動車運送事業類似行為の防止を図るための貸渡しの実施方法
ウ その他貸渡しの適性化を図るための計画
1)保険の加入状況・加入計画
2)整備管理者 (整備責任者)の配置計画 等

⑥ レンタカー型カーシエアリングを行うに当たつては、 (2)①～⑤以
外に次に掲げる書類を添付するものとする。
ア 当該貸渡自動車の車名及び型式              。
イ アの自動車の保管場所 (デポジット)の所在地、配置図
ウ イの保管場所を管理する事務所の所在地
工 IT等の活用により行う車両の貸渡し状況、整備状況等車両の状況
の把握方法
オ 車両、エンジンキー等の管理・貸し出し方法
力 会員規約又は契約書
キ 2.(5)② に規定する場合のアイドリングス トップ励行等エコドラ
イブ研修・啓蒙計画

4 自家用マイクロバスの貸渡しを行う場合についての特例
自家用マイクロバスに係る貸渡しについては、従来より貸切バス経営類似行
為の防止について指導を行つてきているところであるが、なお、貸渡しに付随
して貸渡人が運転手の労務供給を行う等の貸切バス経営類似行為が跡を絶た
ないのが現状である。
このため、当分の間、自家用マイクロバスの貸渡しを行う者は、次の要件を
満たす者に限ることとし、自家用マイクロバスの貸渡しを行おうとする者は、
その 7日前までに、車両毎に、その旨を当該車両の配置事務所の所在地を管轄
する運輸支局長に届け出なければならないこととする。なお、既に自家用マイ
クロバスの貸渡しを行つている者が当該届出を行う際には、原則として、直近
2年間の事業における自家用マイクロバスの貸渡簿の写しを添付又は提示す
ることとする。

① 現在、自家用マイクロバスの貸渡しを行つていない者にあつては、他車
種でのレンタカー事業について、2年以上の経営実績を有し、かつ、届出
前 2年間において車両停止以上の処分を受けていないこと。
② 既に、自家用マイクロバスの貸渡しを行つている者にあつては、届出前
2年間において車両停止以上の処分を受けていないこと。

5 通達の運用に当たつての留意事項
(1)主たる事務所の所在地を管轄する運輸支局長は、本通達により許可を行
つた 場合又は届出を受け付けた場合 (「貸渡実績報告書」、「事務所別
車種別配置車両数一覧表」を受け付けた場合を除く。)には、遅滞なく、
当該手続きに関係する貸渡自動車の配置事務所の所在地を管轄する運輸支
局長にその旨を通知すること。

(2)許可基準及び申請手続の適用に当たり、事業の相続に伴う申請、法人の
合併に伴う申請等特殊な申請については、その内容に応じ、それぞれの特



性を踏まえて取り扱うこと。

(3)許可を受けた貸渡人に対し、定期的に監査を行うとともに必要に応じ報
告を求めること。
この場合において自動車運送事業経営類似行為の防止及び貸渡自動車の
安全の確保について特に留意すること
また、許可に付した条件に違反する事実が確認された場合には、許可の取
消しを含め、厳正に措置すること。

(4)利用者の利便の確保について
利用者の利便の向上を図るため、貸渡料金及び貸渡約款の適正運用並びに

苦情に対する対応等について指導すること。

(5)貸渡実績報告書等の送付について
各地方運輸局及び沖縄総合事務局にあつては、2.(12)に より提出のあ
つた「貸渡実績報告書」及び「事務所別車種別配置車両数一覧表」の写しを
毎年 6月 30日 までに国土交通大臣あて送付すること。

(6)事業者団体による違法行為の防止対策について
自動車運送事業経営類似行為等違法行為の防止については、事業者に対す
る監査の際のチェック等も重要な方法であるが、事業者自身による違法行為
に対する意識改革が必要である。
このため、事業者団体自ら違法行為を監視する組織の設置並びに啓発活動
及び広報活動等を行う体制の整備について指導すること。

(7)乗 り捨て車両の有効活用について
同一企業内又は提携事業者の事務所に乗り捨てられた車両の貸渡しにつ
いては、乗り捨て車両の有効活用に資するものであり、それ自体問題を生じ
るものではないが、こうした場合であつても、貸渡じ状況、整備状況等車両
の状況の把握及び管理については、本来の配置事務所において的確に実施さ
れなければならないものであり、常態化することを是認するものではないの
で、その旨誤解なきよう指導すること。
なお、提携事業者による車両の貸渡しについては、車両の所有事業者の代
理貸渡しという形態で行われるように指導すること。

〔男1言己1 〕
貸渡簿 (貸渡原票を綴つたものによつて、貸渡簿に代えることができる。)
の記載事項については、次のとおりとする。
ア 借受人の氏名又は名称及び住所
イ 運転者の氏名、住所、運転免許の種類及び運転免許証の番号

ウ 貸渡自動車の登録番号又は車両番号
工 貸渡日時及び時間
オ 貸渡事務所、返還事務所
力 運行区間又は行先及び利用者人数並びに使用目的 (自家用マイクロバ
スの貸渡しを行う場合に限る。)



キ 走行キロ数
ク 貸渡料金
ケ 事故に関する事項

賜1記 2〕
貸渡証の記載事項については、次のとおりとする。
ア 借受人の氏名又は名称及び住所
イ 運転者の氏名、住所、運転免許の種類及び運転免許証の番号

ウ 貸渡自動車の登録番号又は車両番号
工 貸渡日時及び時間
オ 貸渡事務所、返還事務所
力 貸渡人の氏名又は名称及び住所
キ 次の連守事項
(ア)「運行中必ず携帯し、警察官又1ま地方運輸局若しくは運輸支局の職員
の 請求があつたときは、塁示しなければならない」旨の記載
(イ )「自動車の借受けに付随して、貸渡人から運転者の労務供給 (運転者
の 紹介及び斡旋を含む。)を受けることができない」旨の記載
(ウ )貸渡自動車に係る事故及び故障等が発生した場合の処置 (処置方法、

連絡先等)に関する記載
(工)『貸渡期間が 2日 以上となる場合には、日常点検を借受人が実施する
こととなる」旨の記載

様式 (1) (略 )

附 lll
l 本通達は平成 16年 6月 1日から適用する。
2 本通達による改正前の基準により既に許可を受けている者については、主
たる 事務所の所在地を管轄する運輸支局長から最初に受けた許可を本通達
による改正後の基準による許可とみなす。

附 則
1 本通達は平成 18年 4月 1日 以降に申請を受け付けるものから適用するも
のとする。

2 「構造改革特別区域法に係る環境にやさしいレンタカー型カーシエアリン
グを行うための道路運送法第 80条第 2項による申請の取扱いについて」 (平
成 16年 4月 28日 付自旅第 18号 )については廃止する。


